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シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

国
際
秩
序
も
大
き
く
変
容
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
政
府
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
で
防
衛
費
の

拡
充
を
念
頭
に
、「
新
た
な
国
家
安
全
保

障
戦
略
等
の
検
討
を
加
速
し
、
国
家
安

全
保
障
の
最
終
的
な
担
保
と
な
る
防
衛

力
を
５
年
以
内
に
抜
本
的
に
強
化
す

る
」
旨
の
記
載
を
行
っ
て
い
る
。

　
19
年
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
で
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
は
第

１
次
ス
テ
ー
ジ
が
終
了
し
た
が
、
改
革

は
未
完
だ
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
の
議
論

も
本
格
化
し
な
い
状
況
で
、
防
衛
費
増

額
の
議
論
が
加
速
中
だ
が
、
こ
の
問
題

に
我
々
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
一
つ
の
参
考
は
、「
富
国
強
兵
」
と
い

う
明
治
維
新
後
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な

い
か
。「
富
国
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の

は
、
西
欧
列
強
に
対
抗
す
る
に
は
、「
強

兵
」
の
み
で
な
く
、
基
盤
で
あ
る
経
済

力
が
重
要
だ
と
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
経
済
力
に
は
、
政
府
の
財
政
基
盤

も
含
む
。
課
税
平
準
化
の
理
論
と
の
関

係
で
、
有
事
で
は
大
規
模
な
国
債
発
行

を
し
て
で
も
戦
争
遂
行
に
用
い
る
財
源

を
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
平
時
こ
そ
健
全
な
財
政
基
盤
を
構

築
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

す
な
わ
ち
、
防
衛
力
の
基
盤
は
、
豊
か

な
経
済
力
や
健
全
な
財
政
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
は
平
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

債
発
行
を
し
て
で
も
防
衛
費
を
増
額
す

べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
聞
か
れ
る
が
、

ナ
ン
セ
ン
ス
な
議
論
で
は
な
い
か
。
防

衛
費
を
２
倍
に
し
て
も
防
衛
力
が
２
倍

に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
新
た
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
徹
底
的
な
活
用
も
含
む
「
全

体
の
戦
略
」
の
方
が
重
要
だ
ろ
う
。
危

機
意
識
を
強
く
持
つ
な
ら
、
社
会
保
障

改
革
を
早
々
に
完
結
し
、
有
事
に
備
え

た
財
政
再
建
を
行
っ
て
お
く
べ
き
だ
。

　
20
年
度
末
に
９
４
６
・
６
兆
円
だ
っ

た
国
債
残
高
は
、
22
年
度
末
に
１
０
２

６
・
４
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
だ
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
で
政
府
が
大
規
模

な
国
債
発
行
を
行
っ
て
も
、
今
の
と
こ

ろ
国
債
金
利
は
大
幅
に
上
昇
せ
ず
、
財

政
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
理
由
は
、「
長
短
金
利
操
作
付
き

量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
で
日
銀
が
長

期
金
利
を
低
位
に
誘
導
し
て
い
る
か
ら

だ
が
、
未
来
永
劫
そ
れ
が
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
。
真
の
防
衛
力
拡
充
の
た
め

に
は
財
政
基
盤
の
強
化
と
、
問
題
が
顕

在
化
す
る
前
に
財
政
・
社
会
保
障
の
改

革
を
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。　
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